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●身の安全を守る ●状況を知る

●子どもには
　日ごろから安全行動を徹底しておきま
しょう。
　火の始末・脱出口の確保など全体の安全
確保をすばやくすませてから子どもをしっ
かり保護しましょう。非常持ち出し品を持
たせるなど、なんらかの役割を持たせるこ
とも効果的です。

●あいまいに対応しないこと
　音声に障害があるためにこちらに的確に
伝わり難い面もありますが、よく聞いて、
メモに書き取ったりして十分に受け止めま
しょう。
　十分理解できなかったのに分かったふり
をしたり、あいまいに受け答えたりしない
ようにしましょう。
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●身の安全を守る

●正しい情報を聞く

83 4

●火の始末のアピールを

●火が出たら

第8章　地震！そのときの行動～肢体が不自由な方のために～

1
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●避難に備える

●一人のとき

●家族の行動
日ごろの対応
　なるべく大型家具や落下物のない安全な
部屋をつくって、そこで過ごさせるように
しましょう。
　障害のある方を一人にするような場合に
は、近所にひと声かけて出かけましょう。
地震発生時の家族の対応
　すばやく脱出の出口を確保しましょう。
　火の始末と出火防止やガスもれなどの

チェックをすばやくすませてから、余震に
も備えて安全な部屋へ移動させるようにし
ましょう。
　避難する場合に備えて、身じたくを整え
てあげ、必要な道具（車椅子など）や非常
持ち出し品を入れた袋などを身近に用意し
ましょう。

●近所の方は
　高齢者世帯や肢体が不自由な方のいるご
家庭には、すばやくかけつけて、火の用心
や安全確保、負傷の手当てなどの援助をし
ましょう。
　避難に備えて、あらかじめの準備を手伝
いましょう。
　避難勧告や避難指示が出されたら、優先
的に行動開始し、避難場所へ同行、介助し
ましょう。
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●身の安全を守る

●状況を知る

●車椅子での外出の場合

第8章　地震！そのときの行動～肢体が不自由な方のために～

2
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●まわりの方は
　肢体が不自由な方がいたら、優先的に安
全な場所などを譲りましょう。
　なにかを依頼されるようなことがあれば
こころよく引き受け、あるいは進んで援助
を申し出ましょう。
　階段での車椅子の移動の手伝いは、進ん
で行いましょう。

●車椅子の手伝いのしかた
　道路や通路の段差は、ステッピングバー
を片足で押さえてから、ハンドグリップ（椅
子の握り柄）を手前に軽く引くようにして
前輪（キャスター）を上げ、ゆっくり前進
させます。後輪が段差に当たってからハン
ドグリップをもとにもどして、静かに押し
て乗り越えましょう。前輪を上げるときは、
声をかけて相手の気持ちを準備させてから
行いましょう。
　階段の移動は3～4人で行いましょう。
上りも下りも、つねに車椅子の人が階段上
方を見る向きで移動します。車椅子のブ
レーキはかけておきます。みんなで声をか
け合って呼吸を合わせて行いましょう。運
ぶ人は無理な姿勢がないようにしましょう
（持ち物をわきの下などにはさんだりしな
いようにする）。
　傾斜の急な坂道は後ろ向きにして移動し
ましょう。ブレーキも軽くかけておくとよ
いでしょう（乗っている人に恐怖感を与え
ない、安全を期すというのが基本です）。
※普通は、前輪が小さく後輪が大きいです
が、逆の場合もあります。

●背負って移動する場合
　おぶい紐、帯などを使用し、背
負っている人は両手を空けて自由
を確保しておきましょう。
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人工透析を受けている方、糖尿病で自己注射をしている方、心臓疾患で治療を受けている方など

●特に注意してほしいこと
3

第9章　地震！そのときの行動　～内部障害のある方のために～

1

2



27

●家族の心構え
　地震の被害でかかりつけの医療機関にか
かれない場合の対処をよく知っておき、早
急に対応しましょう。
　かかりつけの医療機関の指示に基づく対
処がすぐにできるようにしておきましょ
う。

●まわりの方たちの協力
　障害のある方や家族からの依頼を受けた
ら、医療機関や救急（119番）その他へ
の連絡などの協力をしましょう。
　（外出先で）本人からの依頼があった場
合、緊急連絡先や家族への連絡、救急（119
番）への連絡など、十分協力しましょう。



28

●身の安全を守る行動

　家庭では、転倒物、落下物がないように、
十分に室内の安全確保をしておきましょ
う。
　まわりの方たちは、わかりやすく簡単な
言葉を使って話してください。話は短く
切って、一問一答のように確認しながら話
してください。

第10章　地震！そのときの行動 ～知的障害などのある方のために～
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●家族の行動
　揺れがおさまったら、火の始末を確認し
ましょう。それからすぐ本人の気持ちを落
ち着かせるなどのケアをしましょう。
　余震に備えてさらに十分に室内の安全確
保をしましょう。
　出火や崩壊などの危険が大きいときは、
すぐに避難しなければなりません。近所に
大声で応援を求めましょう。

●避難移動のとき
　避難勧告や避難指示などで避難する場
合、家族だけで困難なときは遠慮なく隣近
所など地域の人たちに手助けを依頼しま
しょう。

●近所や自主防災組織の協力
　寝たきりの高齢者世帯から、非常ベルが
鳴るなど援助の求めがあったときは、か
けつけて必要な措置をしましょう。救急
（119番）への連絡、医療機関への搬送、
出火に対する初期消火や緊急搬出、避難な
ど急を要することもありますので、人員や
用具の用意も怠りのないようにしましょ
う。

第11章　地震！そのときの行動 ～寝たきりの高齢者のために～



30

第11章　地震！そのときの行動 ～寝たきりの高齢者のために～
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第12章　「緊急連絡カード」のひな型
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第12章　「緊急連絡カード」のひな型
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●避難はいつするか

1

第13章　避難に備えて
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2

第13章　避難に備えて
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400

22

3

第13章　避難に備えて
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【家具転倒防止器具取付支援制度】

【耐震診断、耐震改修工事の助成制度】

【防災用品】

21

【消火器等】 5 6 10

※悪質な訪問販売等にご注意ください

1

2

第14章　世田谷区の災害対策
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83 4

187

03 5481 4701

24

防災・災害対策

006

0180－99－3151

1

第15章　必要な情報はこうして手に入れる
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◇災害時区民行動マニュアル（冊子版）

◇災害時区民行動マニュアル（マップ版）

◇世田谷区地震防災マップ

◇世田谷区洪水ハザードマップ

◇災害時に徒歩で帰宅される方へ～災害時帰宅困難者行動マニュアル～

2
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●災害用伝言ダイヤル「171」

171

116

●災害用伝言板「ｗｅｂ171」

171

●災害用伝言板サービス

3
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第16章　地震の知識
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機　　　　関　　　　名 電  話  番  号 ＦＡＸ 番 号
世田谷区危機管理室災害対策課 5432－2262 5432－3014
　世田谷総合支所地域振興課地域振興・防災担当 5432－2831 5432－3032
　北　沢総合支所地域振興課地域振興・防災担当 5478－8028 5478－8004
　玉　川総合支所地域振興課地域振興・防災担当 3702－1603 3702－0942
　　砧　総合支所地域振興課地域振興・防災担当 3482－2169 3482－1655
　烏　山総合支所地域振興課地域振興・防災担当 3326－9249 3326－1050
都市整備部建築調整課耐震促進担当 5432－2468 5432－3036
世田谷警察署 3418－0110
北　沢警察署 3324－0110
玉　川警察署 3705－0110
成　城警察署 3482－0110
世田谷消防署 3412－0119 3418－7570
玉　川消防署 3705－0119 3705－0124
成　城消防署 3416－0119 3415－1190
東京都水道局お客さまセンター 5326－1101 3344－2531
東京都下水道局南部管理事務所 5734－5031 5754－6400
東京電力カスタマーセンター 0120－995－002
東京ガスお客様センター
　（携帯・PHSから）

0570－002211
3426－1111

NTT（故障などの問い合わせ）
　（携帯・PHSから）

113
0120－444－113

機　　関　　名 電　　話 機　関　名　等 電　　話
世 田 谷 区 役 所 5432－1111㈹
〔　　　　　　〕総合支所
〔　　　　　　〕出 張 所
〔　　　　　　〕警 察 署
〔　　　　　　〕消 防 署
か か り つ け の 病 院
〔 〕
〔 〕
〔 〕

氏　　名 電話（会社・学校） 住　　　　所 メ　モ

防災に関する問い合わせ先

●家族の連絡先


